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　青葉の候、会員の皆様には、

ご健勝でご活躍のことと思いま

す。日頃より連盟活動にご理解

とご支援を賜り、心より感謝申しあげます。

　今年は、日本看護連盟設立60周年という記念す

べき節目にあたります。設立以来これまでずっと

看護職国会議員を送り出してきました。先人たち

の素晴らしい功績のもと、私たちは現在の看護環

境下で働くことができています。しかしどんな時

代にあっても「これで良し」ということはなく、

皆さんがあらゆる場で看護の力を十分発揮するに

は課題が山積しています。看護専門職として社会

的責務をしっかり果たすためにも、私たち看護職

がしっかり声をあげていくことがとても重要に

なってきます。

　山形県看護連盟は今年度の目標として、石田ま

さひろ議員がしっかり国政でご活躍頂くための活

動はもちろんのこと、組織の拡大と強化をあげま

した。支部の自立した活動や青年部の組織的な活

動に力を入れたいと思っております。

　来る５月26日には山形県看護連盟通常総会を開

催いたします。また、総会終了後、日本看護連盟

会長 草間朋子氏の特別講演会を企画しておりま

す。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

　最後になりますが、会員皆様のますますのご健

勝とご活躍を祈念いたします。

「新年度に向けて」
山形県看護連盟 会長　伊　藤　加代子
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石田まさひろ参議院議員 in 置賜

特　別
講演会

平成31・３・21（木）

　今回縁があって、石田まさひろ特別講演会に参加させていただき、

大変多くの学びを得る事ができました。石田議員が話されたように、

看護の基本である「『ベッドサイドでのケア』をいかにおこなっていく

か」が課題であり、私達自身も働き方を見つめ、検討し、実行すべき

時期にきていると日々感じています。

　昭和・平成、そして新しい時代へと変容していく中、「医療介護の働

き方改革」について私たちが改めて考えていく必要があります。少子

高齢化や疾患の多様性、慢性疾患の増加等を背景に、地域、病院や施

設での負担が増加、又、医療介護職の担い手不足もあり私達が本来お

こなうべきベッドサイドでのケア不足が懸念されます。

　それを打破する為には、この講演会で石田議員が話されていた「医療介

護と科学のコラボレーション」が必要と考えます。科学技術の進歩により

更に質の高いベッドサイドのケアとなり対象を尊重したケアにつながる。

そこに相互作用が生まれ患者と医療介護の双方の満足感にもつながる。そ

れが、医療介護の目指すべきところだと言う言葉に感銘を受けました。

　医療介護の現場での課題を国政に届け、医療介護の質の向上と、働

きやすい環境の整備を目指すべく、今後も学ばせていただきたいと思

います。有難うございました。

施設訪問「医療」「介護」「福祉」「地域」
と連携する事により人に優しい
トータルケアを目指して頑張って
います。

地域住民の予防医療・治療・在
宅療養まで一貫した医療の提供
に力を入れています。

特定医療法人舟山病院社会医療法人公徳会佐藤病院

「看護職の自律をめざして ～考え・行動できる看護職～」
　　　　 講　師：石田まさひろ参議院議員　　会　場：三友堂看護専門学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 地域包括支援センター大森　角　田　紘　司

精神医療の現場
での問題について
話し合う
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　　審　議　事　項

　　　第１号議案　令和元年度スローガン（案）

　　　第２号議案　令和元年度事業計画（案）

　　　第３号議案　令和元年度予算（案）

　　　第４号議案　山形県看護連盟規約一部改正（案）

　　　第５号議案　選挙対策（案）

　　　第６号議案　役員改選（案）

　　　

　　　　新 役 員 紹 介

　　　　旧 役 員 挨 拶

　　　　綱　領　宣　言

　　　　看護連盟歌斉唱

12：15　閉　　　会

13：30 ～ 15：00　特別講演会

　　「看護職の自律を目指して～これまでの

　  　歩みを振り返り、後輩に伝えたいこと～」

　　  講　師：日本看護連盟会長　草間  朋子  氏

3

９：30　受　付　開　始

10：00　開　　　　　会

　　　　会　長　挨　拶　

　　　　来　賓　祝　辞

　　　　来　賓　紹　介

　　　　祝　電　披　露

10：40　議　事　開　始

　　　　議 長 団 選 出

　　　　議事録署名人選出

　　　　報　告　事　項　　　　　　    　

　　　　　報告１　平成30年度

　　　　　　　　　山形県看護連盟通常総会報告    

　　　　　報告２　平成30年度

　　　　　　　　　都道府県看護連盟会長会報告

　　　　　報告３　平成30年度　役員会報告　

　　　　　報告４　平成30年度　活動報告

　　　　　報告５　平成30年度　支部活動報告

　　　　　報告６　平成30年度

　　　　　　　　　決算報告及び監査報告

令和元年度山形県看護連盟通常総会並びに特別講演プログラム

「ベッドサイドから政治を変える！」
～看護の未来をつくる看護連盟～

　山形県看護連盟は、日本看護連盟と共に「ベッドサイドから政治を変える！」のスローガ

ンの実現を目指します。また、会員一人ひとりが成熟した看護職として、自律してイキイキ

働き続けられる環境づくりに参加できるよう努めます。さらには、私たちの活動が県民の健

康を増進し、元気で活力のある地域づくりに貢献できるよう、力強い組織づくりを目指し

ます。

令和元年度　スローガン（案）

＜第１号議案＞
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＜第２号議案＞

日 本 看 護 連 盟
重 点 方 針

１．選挙の勝利			 
２．力強い組織の創成			 
３．成熟・自律した行動			 

Ⅰ
　
看
護
政
策
の
実
現

目　　　　　　標 活　　　　　　動

１　看護職国会議員の支援 １）第25回参議院議員選挙において、組織内候補者の
　　高得票確保
２）国政報告会の開催

２　看護政策の実現力の向上 １）会員の政治意識を高める
２）「現場の声」の把握

３）山形県看護協会との連携
４）県選出国会議員、地方議員との連携

Ⅱ
　
組

　
織

　
の

　
拡

　
大

　
と

　
強

　
化

１　組織運営の強化 １）組織運営の適正化

２）青年部の活性化
３）日本看護連盟・北海道東北ブロック看護連盟との
　　連携・協働

２　会員数の増加 １）令和元年度の目標会員数　1，100人
２）未加入者の入会・退職者の入会継続
３）学生会員の確保

３　看護連盟活動の強化 １）研修会、セミナーの開催

２）広報活動の強化

４　支部活動の充実と活性化 １）スムーズな支部運営

２）支部活動の明確化

Ⅲ
　
会
員
の
福
祉
の
充
実

１　事務局の適正運営 １）会員登録を適正に管理
２）財政の適正な管理
３）職員の適正な管理

２　慶弔への対応 １）規約に基づき対応する

３　諸問題への対応 １）専門家と相談の上速やかに対応する
２）会員の安全対策

    令和元年度山形県看護　　　　　連盟事業計画（案）　
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山形県看護連盟
重 点 目 標

１．組織内候補者の高得票数を確保				  
２．組織の拡大と強化						    
３．支部活動の活性化						    
４．会員の政治意識を高める					   

手　　　　　　　　　段

１）－①「応援する会」の活動強化　
　　　②「応援する会」登録者の期日前投票を推進
２）－①国政報告会への参加呼びかけ
　　　②ホームページ、アンフィニ等を活用した情報発信

１）－①研修会・セミナーの開催　　②国会見学の企画・実施
２）－①施設訪問時、研修会時に「現場の声」を集め、まとめる
　　　②日本看護連盟と看護職国会議員に「現場の声」を届ける
　　　③要望事項は、山形県看護協会と協議をし決定する　　④「山形県看護推進議員連盟」との連携
３）－①合同会議の開催　　②積極的な情報提供
４）－①立候補者の支援　　②セミナー等への参加

１）－①新規約に基づいた組織運営　　②通常総会の開催（５月26日（日）山形ビッグウイング）
　　　③三役会（月１回開催）　　④役員会（年６回開催）　　⑤合同役員会（年５回開催）
　　　⑥各委員会の開催（広報・研修・青年部）
２）－①年間計画に基づいた活動　　②山形県ポリナビの企画・実施　　③新規則のスムーズな運用  
３）－①日本看護連盟通常総会（６月14日（金）東京）        
　　　②全国会長・副会長・幹事長・支部長合同会議（６月14日（金）東京）      
　　　③青年部全国代表者会議（６月14日（金）東京）
　　　④都道府県看護連盟会長会議（年４回開催）        
　　　⑤北海道東北ブロック会長会（年６回開催・うち１回は幹事長合同会議）     
　　　⑥青年部ブロック会議（年１回開催） 　　⑦県別会議（年１回開催）      
　　　⑧看護管理者・看護教育者等政策セミナー（11月２・３日　宮城）     

１）２）－会員拡大活動方針の実施・推進

３）－①看護学校訪問による、看護教員への連盟活動の情報提供と入会の働きかけ
　　　②看護学生への出前講座　　③青年部委員会の活用

１）－①組織強化研修会
　　　　・支部長・施設連絡員研修
　　　　・基礎研修（支部と連携した開催、地域・施設ごと複数回開催）
　　　　・個人会員・賛助会員研修　　・国会見学（10月頃）
　　　②山形県看護連盟セミナー
　　　　・中間管理者セミナー　　・看護実践セミナー
　　　　・看護管理者セミナー　　・特別講演会（５月26日（日）山形ビッグウイング）
２）－①施設訪問　　②「紅の花」の発行（年３回：５月、９月、１月）　　③ホームページのリニューアル
　　　④連盟紹介ビデオ・ＤＶＤ・ハンドブック等の積極的活用　　⑤県連盟作成のパワーポイントの活用

１）－①新規則に則った支部運営　　②支部長オリエンテーションの徹底
　　　③支部長・施設連絡員の役割の明確化　　④支部長・施設連絡員研修の開催（年１回開催）
　　　⑤役員による支部活動のサポート
２）－①各支部年間活動計画立案と実施・評価
　　　②支部毎・施設毎の組織図・連絡網の作成と運用

１）－①入会会員の登録と年度初め入会会員の登録 
２）－①年２回の定例監査の実施     
３）－①年度初めの更新手続き

１）－①活動同様

１）－①活動同様
２）－①コンプライアンスに基づいた活動
　　　②日本看護連盟への相談

    令和元年度山形県看護　　　　　連盟事業計画（案）　
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　山形県看護連盟の規約は、昨年度の通常総会において一部改正されました。しかし、その後に日本看

護連盟の規約が改正され、それに伴う改正が必要となりました。下記の改正点について提案いたします。

　改正点
　　１．�第２章（会員）第６条（入会）について、山形県看護連盟への入会手続きで、日本看護連盟

にも同時に入会されることを明記した。

　　２．�第３章（役員）第12条（任期）について、３項として、任期途中での欠員は、次の通常総会

で選出し、任期が就任した年から始まることを加えた。

　　　　（残任期間ではないことを明記）

　　３．�第13条（職務）の３項　幹事長の職務を、「常務を総括する」から「業務を総括する」に変更した。

　　４．�第15条（報酬）の２項　「費用」を「職務を執行するために要する費用」と、具体的に記載した。

　　５．�第６章（支部）と第７章（事務局）を入れ替えし、併せて、第28条から第30条の番号も入れ替えた。

　　６．�第29条（支部規約）について、日本看護連盟会長の承認が必要でなくなり、支部規約を支部

規則に変更し、「山形県看護連盟役員会に諮って、承認を得て決定する。」とした。

　　７．附則の規約の施行日を、通常総会の開催日とした。

＜第４号議案＞

14，139，633　　－　　14，139，633 ＝  ０

（収入合計） （支出合計）

＜第３号議案＞

山形県看護連盟規約の一部改正の提案

令和元年度 予算（案）

【収入の部】

科 　 　 目 2019年度 予 算 額 備 考

１．会　　　費 3，350，000

　１）正会員会費 3，300，000  3，000円×1，100名

　２）賛助会員会費 50，000  1，000円×50名

２．本部活動助成金 8，010，000

３．その他の収入 1，000  預金利子、他

４．繰　越　金 2，778，633

収 入 合 計 14，139，633

【支出の部】

科 目 予 算 額 摘 　 要

１．活　動　費 6，450，000  

　１）組織活動費 4，900，000  本部通常総会・県連盟通常総会・ 支部助成金

　２）事業費 1，550，000  研修会・県連盟だより (紅の花) ×３回発行他

２．経常経費 7，480，000

　１）人件費 4，800，000  会長、幹事長、事務職員給与・健保厚生事業所負担分

　２）光熱水費 250，000  電気、上下水道、ガス

　３）備品・消耗品費 300，000  備品・事務用品・コピー料

　４）事務所費 2，130，000  事務所賃貸料電話、通信､リース料・除雪費､ 他

３．予　備　費 209，633

支 出 合 計 14，139，633

自　平成31年４月１日　　至　令和２年３月31日 （単位：円）
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日本看護連盟は、日本看護協会と連携・協働し “Nursing Now”のキャンペーンを推進 

していくことといたしました。“Nursing Now”は、保健医療制度や人々のニーズが変化し 

つつある社会にあって、看護職が、健康課題に積極的に取り組み、人々の健康の向上に貢 

献するために行動していくことを社会に向けてアピールしていく活動です。 

日本看護協会、日本看護連盟は、日本における“Nursing Now”のメーンテーマとして 

「看護の力で健康な社会を!!」を掲げ、看護職の専門性を最大限に発揮し人々の健康の向 

上に貢献していくと同時に、看護職の地位および社会的な評価の向上を目指して、さまざ 

まな機会、場を利用してキャンペーンを行っていきます。とくに 2020 年 5 月 12 日の「看 

護の日」に向けてキャンペーンを盛り上げていきます。 

2020 年は、ナイチンゲール生誕 200 年に当ります。                  

 

日本看護連盟会長 草間朋子マンスリーメッセージより抜粋 
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期日前投票は　
　　・公示日の翌日から投票日の前日まで
　　・時間と場所は市町村によって異なりますので、
　　　投票所入場券でご確認ください
　　・参議院議員比例代表（全国）は候補者の個人名（政党名でも可）を書いて
　　　投票できる選挙です。

投票の日は勤務だから
行けないよ

エ～　カンタくん、
期日前投票知らないの？

期日前投票に行きましょう！

1 ケ 月 6 6 7 円 で
　 私 達 の く ら し が 良 く な る
　 仕 事 が 楽 し く な る

正 会 員：会費 8,000 円

賛助会員：会費 1,000 円

学生会員：無料

看護職は、生涯現役のお仕事です。連盟会員の継続をお願い
します。第２第３の職場でも連盟会員でいてください。

今 後 の 予 定

　暖かな春が到来し、「令和」の新

しい時代の幕開けです。夢と希望

の花が一つでも多く実を結ぶ事を

願ってやみません。令和元年度山形県看護連盟

通常総会に向けて提出議案を掲載いたしました

ので、ご覧いただきご意見をいただければ幸に

存じます。
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◆ 日　 時 ◆

◎令和元年５月26日（日）
　10：00～12：15 通常総会
　13：30～15：00 特別講演会

◎令和元年６月14日（金）

◎令和元年６月29日（土）

◎令和元年７月12日（金）AM

◆ 内　 容 ◆

◎令和元年度山形県看護連盟通常総会
　並びに特別講演会　
　講師：日本看護連盟会長　草間朋子 氏

◎令和元年度日本看護連盟通常総会

◎新支部長オリエンテーション及び
　支部長研修会

◎石田まさひろ参議院議員来県

◆ 会　 場 ◆

◎山形ビッグウイング
 （交際交流プラザ）

◎ザ・プリンスパーク
　タワー東京

◎連盟事務所

◎パレスグランデール

編 集

後 記

（お問合せ先） TEL 0258-33-3208

ラジウムには微量の放射線を出す鉱物が含まれています。ラドンのような弱い

放射線を微量受けることで細胞が刺激を受け、身体の細胞を活性化させ毛細血

管が拡張、新陳代謝が向上し免疫力や自然治癒力を高めてくれるのです。

低放射線ホルミシス

手織カーペット （ハンドメイドラグ）

（200ｃｍ×250ｃｍ）
（200ｃｍ×300ｃｍ）

（60ｃｍ×90ｃｍ）
（130ｃｍ×190ｃｍ）

（45ｃｍ×75ｃｍ）

100

ＧＦホルミック マルチピロー
〔夏は涼しく 冬は暖かい オールシーズンタイプ〕

HOLMIC健 康 新 素 材

COOL ONE

フラット状態52cm×100cm

冬

夏

(クールワン)

玉川温泉をヒントに企画製造しました

私達も石田まさひろさんを応援しています！

～ 贅沢な空間へのおてつだい ～


